
「関門橋、４０年の歴史とこれから」「関門橋、４０年の歴史とこれから」

本州と九州を結ぶ関門橋は 昭和４８年１１月に完成し今年４０年を迎え これまで二つの本州と九州を結ぶ関門橋は 昭和 ８年１１月に完成し今年 ０年を迎え れまで の本州と九州を結ぶ関門橋は、昭和４８年１１月に完成し今年４０年を迎え、これまで二つの
「架け橋」の役割を果してきた。
一つは、関門海峡を渡る九州の社会・経済活動に欠かせない大動脈としての「架け橋」であり、
もう一つは、当時の我が国の最先端の橋梁技術と経験を関門橋建設に活かし、世界最高水準の
本四架橋建設に結びつけた技術の「架け橋」である。
本技術シンポジウムでは、関門橋がこれまで４０年間に亘って社会インフラとして果してきた役割を
振り返るとともに、未来への「架け橋」としてのこれからを考える。

本州と九州を結ぶ関門橋は、昭和４８年１１月に完成し今年４０年を迎え、これまで二つの
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入場無料
（定員 500名）（定員：500名）

■プログラム■
●開会／挨拶
１３:００～１３:０５ 落合英俊 （九州大学 理事・副学長）
●第一部
１３:０５～１４:２５ 特別講演：『インフラストックとしての高速道路ネットワーク

―関門橋が果してきた役割―』
大石久和（（一財）国土技術研究センター 国土政策研究所長）

１４:２５～１５:００ 休憩１４:２５～１５:００ 休憩
(１４：３０～１４：５５ 『関門橋リフレッシュ記録2013』上映）

●第二部
１５:００～１６:５５ パネルディスカッション

『関門橋、４０年の歴史とこれからを考える』
・コーディネーター 玉川孝道 （元西日本新聞㈱ 副社長）
・アドバイザー 大石久和 （（一財）国土技術研究センター 国土政策研究所長）
・パネリスト 風間徹 （元日本道路公団 東北支社長）

片山 憲一（北九州エアターミナル㈱ 代表取締役社長）

大石 久和氏

片山 憲 （北九州エアタ ミナル㈱ 代表取締役社長）
喜安和秀 （国土交通省 九州地方整備局道路部長）
城水悦子 （㈱洋建築計画事務所 代表取締役）
日野伸一 （九州大学 副学長・大学院工学研究院 教授）
廣畑浩司 （西日本高速道路㈱ 九州支社保全サービス事業部長）

●閉会／挨拶
１６:５５～１７:００ 本間清輔 （西日本高速道路㈱ 執行役員・九州支社長）

（敬称略）

案内図（JR小倉駅より徒歩5分）

プ グ

申込方法：氏名・所属・電話番号・FAX・メールアドレスを明記の上、メール又はFAXにてお申し込み下さい。受付完了後に、
参加証をお送りしますので、当日の受付にご提出ください。

＊申込先：メール：okimoto@doc.kyushu‐u.ac.jp     FAX：092‐802‐3391   （※期限は10月25日（金）、ただし定員になり次第、締め切ります。）
＊問合先：九州大学沖元（092‐802‐3893又は092‐802‐3391）

＊継続教育（CPD）プログラム/3.7単位認定



講演者、パネリストの略歴
大石 久和 （おおいし ひさかず）

一般財団法人 国土技術研究センター 国土政策研究所長
1945年生まれ、兵庫県出身。京都大学大学院工学研究科修士課程修了後、
1970年に建設省（現・国土交通省）入省。
大臣官房技術審議官、道路局長、国土交通省技監を歴任。
2004年7月より一般財団法人国土技術研究センター理事長、2013年6月より現職。
京都大学大学院経営管理研究部特命教授、東京大学大学院顧問も兼務。

風間 徹 （かざま とおる）

元日本道路公団 東北支社長
年生まれ 北海道出身 東京大学大学院土木 学専攻修士課程修了後

玉川 孝道（たまがわ たかみち）

元西日本新聞株式会社 副社長
1940年生まれ、鹿児島県出身。九州大学法学部卒業後、 1963年に西日本新聞社（編集局）入社。
ワシントン特派員、地域報道部長、東京編集長、編集局長、副社長、西日本新聞会館社長を歴任。

日本風景街道戦略委員、九州風景街道推進会議副代表、道守九州副代表世話人。
著書、共著に「誰が一億の命を守るのか」、「新・土木遺産 プロジェクト・九州」他多数。

1943年生まれ､北海道出身。東京大学大学院土木工学専攻修士課程修了後、
1969年に日本道路公団入社。1969～1973年の5年間、関門橋工事事務所で勤務。
甘木工事事務所長、広島建設局建設第一部長、本社技術部長、東北支社長、
株式会社ピーエス三菱取締役を歴任。

片山 憲一 （かたやま けんいち）

北九州エアターミナル株式会社 代表取締役社長
1952年生まれ、熊本県出身。東北大学工学部土木工学科卒業後、1975年に北九州市に入職。

企画政策室長、港湾空港局長、産業経済局長、市民文化スポーツ局長を歴任。
門司港レトロ事業、木屋の瀬町並み保存、平尾台自然の郷、空港整備、

喜安 和秀（きやす かずひで）

国土交通省 九州地方整備局 道路部長
1963年生まれ、愛媛県出身。京都大学工学部交通土木工学科卒業後、1985年に建設省入省。
国土技術政策総合研究所高度情報化研究センター 高度道路交通システム研究室長、
福岡県土木部副理事、九州地方整備局熊本河川国道事務所長、
東日本高速道路株式会社建設事業本部付部長、
独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構企画部長等を歴任。

城水 悦 ず

門司港 事業、木屋 瀬町 保存、平尾台自然 郷、空港整備、

航空会社立ち上げ、空き店舗対策等に参加。

城水 悦子 （しろみず えつこ）

株式会社 洋建築計画事務所 代表取締役
1946年生まれ、福岡県出身。同志社大学文学部英文学科卒業、

1989年に株式会社洋建築計画事務所に入社。北九州ミズ21委員会第2期委員長
1992年よりNPO法人門司のまちづくり21世紀の会に参加。

（公財）北九州活性化協議会副理事長、北九州市地方港湾審議会、北九州市景観審議会等。

日野 伸一（ひの しんいち）

九州大学 副学長・大学院工学研究院 教授
1952年生まれ、愛媛県出身。
九州大学大学院工学研究科土木工学専攻博士後期課程単位取得後、
同大助手、山口大学助教授、九州大学助教授を経て、現在に至る。
2009～2011年、九州大学工学部長・大学院工学研究院長を併任。

廣畑 浩司（ひろはた こうじ）

西日本高速道路株式会社 九州支社 保全サービス事業部長
1960年生まれ、 福岡県出身。

九州工業大学大学院工学研究科修士課程修了後、1985年に日本道路公団入社。
九州支社保全企画課長 本社経営企画部調査役 本社人事部調査役等を歴任

■申込代表者

■会社名（所属先）

■電話番号 ■FAX

九州支社保全企画課長、本社経営企画部調査役、本社人事部調査役等を歴任。
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